


心 の 糧
十二使徒評議 員会

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

あ贈 灘 錨 饗暗識 欝 吏鱗 愈縦そ轡 灘
なたは正しい海に漂い，正しい舟に乗 っているのかも知れないが，魚の釣れない方

のへりで針糸をたらしている。ある者は全然魚が釣れない所で釣糸をた ら して い

る。

「す る と イ エ ス は彼 ら に言 わ れ た。 「舟 の右 の方 に網 を お ろ して 見 な さい 。 そ う

す れ ば， 何 か とれ る だ ろ う。』 彼 らは 網 を お ろす と魚 が 多 くとれ た ので ， それ を 引

き上 げ る こと が で き な か った 。」 （ヨハ ネ２１：６）

私 た ち は， 必 要 に応 じて霊 的 な答 え が も た らされ る こと につ いて 話 して い るが ，

あ な た が た は霊 的 な答 え を無 視 した り， そ の可 能 性 と い うも の を あ ざ笑 っ た り しな

い よ うに私 は望 むみ 「不 平 を言 う前 に まず 試 して み よ」 と は， け だ し名 言 で あ る。

霊 的 な答 え を得 る よ う試 して み な け れ ば， あ な た は そ の存 在 い寿 ん に つ い て 口 を は

さむ こと が で きな い の で あ る。 正 直 な あ な た は ， そ れ を 試 した結 果 に つ い て嘘 を言

う こ とは で きな い で あ ろ う。

あ な た は教 会 へ 行 って ，信 仰 に生 き よ う と努 め た が ， 満 足 で きな か った と言 うか

も知 れ な い。 これ は 何 も不 思 議 な こ とで は な い 。 知 って の 通 り， す べ て が あ な た に

都 合 の よ い こ とだ け と は限 らな い も ので あ る。 教 え の 大 部 分 す な わ ち完 全 な姿 は ，

一 つ の所 で しか 見 出 せ な い。 あ なた はそ れ を こ こ に探 し求 めた が ， あ って も気 が つ

か なか っ た のか も知 れ な い。 それ ゆ え ， 私 は 繰 り返 し言 う。 正 しい 所 を 見 つ けて 釣

りを して み な さ い。

この命 の水 を味 わ っ て み よ， と強 制 す る者 は い な い。 あ なた が そ の水 を 欲 しい と

思 う時 に の み， 命 の水 は飲 め る の で あ る。 強 い られ る者 は な く自 ら求 め る者 のみ が

存 在 す る。

も し見 出 だ そ う とす るな らば， 過 去 の千 倍 もの代 価 を支 払 い， 今 ま で以 上 に努 力

を し， 勇 気 を 持 ち， 自制 を養 わ な け れ ば な らな い。 そ うす れ ば， つ い に は次 の約 束

が成 就 され るの で あ る。

「誠 に
，主 か くの 如 く言 う。 そ の 罪 を捨 て て わ れ に来 り，わ が 名 を 呼 び，わ が声 に

従 い ， わ が 誠 命 を 守 る あ らゆ る人 々 は， わ が 面 を 見 て わ れ 在 るを知 る こ とあ らん。

また ， わ れ は世 に来 る あ らゆ る人 を 照 らす真 の光 な る こ とを知 る こ とあ らん 。」 （教

義 と聖 約 ９３： １～ ２）

予 言 者 の こと ば
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ロ レ ンズ ・ス ノ ー （５代

目大 管 長 ） オ ハ イ オ州 マ

ン トウ アに生 ま る。

ジ ョー ジ ・アル バ ー ト・ス

ミス （８代 目大 管 長 ） ソ

ル トレー ク市 に生 ま る。

末 日聖徒 イエス ・キ リス

ト教 会組織 さる。

ジ ョセ ブ ・ス ミス ， モ ル

モ ン経 の 翻訳 を 始 め る。

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ

９代 目大 管 長 と して 支 持

さ る。

「恐 れ ず 来 た れ 聖 徒 」 ウ

ィ リア ム ・ク レイ トンに

よ り作 曲 さ る。

開拓者 団が １４３人 の男，

３人 の女， ２人の子供達

によ り組織 さる。

南 アメ リカ伝道部を開設

す るにあた り 宣 教 師 着

任。

ニ ュー ジー ラ ン ド神 殿

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管長 に よ り献 堂 さ る。

ホ ンコンに最初 の宣教師

着任。

今月の表紙

この絵 は ウ ィ リア ム ・ウ ィタ カー に よ

る もの で ， Ｐ．９１ に始 ま る ドイ ル ・Ｌ ・

グ リー ン著 「教 会 が組 織 さ れた 日」 の一

事 実 を描 い て い る。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス とオ リバ ー ・カ ウ ド リが予 言 者 の父

を確 認 して い る模 様 で あ る。





家族の一致 と家族が福音につき従 うことは非常に大

切であるため，敵は私たちの社会において家庭を崩壊

させることに注目し始めている。至 る所で，人生の善

と気高さの基いである家族の高潔に攻撃が加えられて

いる。時には世界を人 〔］過剰から救 うという名目のも

とに政府や私設機関が行なっている家族制限を認めて

いる末 日聖徒もいる。また ２人以上の子供を持つ者に

何か法的な罪を加えようという動きも今や見 られ る。

全世界に見 られる人工流産の自由は生命の神聖なるこ

とを無視するように提案 していることになる。不法な

幻覚剤の使用，増々ふえている合法的な薬の乱用に伴

い，家族はひきさかれている。若者の権威 に対するけ

いべつは家庭における不敬と不従順から始 ま って い

る。主な雑誌は 「母親 らしさを架空の物語」と流布 し

女性の自由に関して過激な考え方を支持 している。

悪魔の力が家族を引き裂こうと人々に攻撃を加えて

いるため，末 日聖徒の両親にも家族の維持と強化につ

いて批判的になってきている人がいる。家族の支持が

な くて生 きていける人はいるとしても非常に少数であ

り，ほとんどの人は深 く心を配って くれる人からもた

らされる図 愈 駕 を腰 としている。

末 日聖徒の家庭の主な働きは，家族全員が完全に向

か って成長することのできる雰囲気と境遇を作 り出す

ことにある。このたあ両親が，自分たちの時間と労力を

費やすことが，単に子供たちの物質的要求を満足 させ 、

るものにとどまってはな らない。一方，子供は自己本

位になりがちな 自分を抑えなければな らない。

あなたは社会や事業で成功を治めるのと同じ位の時
ぐ もヘ ヨキ 　セロられド 　 　　　　　 　 　　 　 コ 　 ハ　 　　 　　　ノ

間を家族と家庭を良 くするために用いているであろう

か。あなたは社会で最も大切な単位すなわち家族に最

大の労力を捧げているであろうか。それともあなたと

家族 との関係は，千編一律の何の喜びもないもので，

あなたの生活における単なる部分にすぎないのであろ

．うか。一 ｉ些 １眺 両親と壬供力主自ゐ

壁んで家族の責任を第一に引き豪一 ■＿

．ので ある。

あなたがたを助 けてい る教会 のい くつかのプ ログ ラ
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ムにつ いて一言 申 しあげたい。１９６５年以来，教会 は家

庭 の夕べ の レッス ンを提案 しそ きた。 このプ ログ ラム

が大 いに役立づ ことを無視 して いる両親は子供の将来

を危険 にさ らして いる。 このメ ッセ ージを あなたに と

どけている聖徒 の道は，教会が個人 と家族を主に近 く

あ らせ るための もう一 つの手段で ある。 も しあなたが

読む な らば， この雑誌 は大 いに良 き影響を与え るはず

であ る。 月 ごとに，証 を強め，世 の問題を解決す る助

けとな るはず であ る。若 人に とって も，特定 の活動，

物語 ，記事 が挿入 され てい るため， もしこれを読むな

らば，動機づけ とな り， 自らを強める もの となるで あ

ろう。

兄弟姉 妹，私 たちは驚 嘆す べ き時代 に住 んで いる。

この最後 の神権 時代 に生 きてい るとい うことには，大

いな る祝福が付随 してい る。 しか し，同時 に大 きなチ

ャレンジと誘惑 もあ る。願 わ くば天 父が私 たちす べて

に力を与えた も うて，私た ちが真の可能性 に到達 で き

るよ う祈 る。天父のみたまが教会 の家庭 にあ って，愛

と一致が見 られ るよ う祈 る。願わ くば天父が私 たちの

家族を守 り，高 めた も うよ うに， イエス ・キ リス トの

み名によ り祈 り奉 る。 アー メン

ハ ロ ル ド ｇＢ ・ リー 副 管 長

は特に教会 の若人， アロン神権者， ビーハ イヴ私

マ イアメイ ド， ロー レル，大学生の皆 さんに簡

単 に述べ たい。

私 たちは有史以来 の重大な時期に住んでい る。 この

言葉 はす でにあ りきた りの言葉 にな って いるが， これ

は真実で あ る。 そ して，私た ちは人生の問題を克 服 し

よ うと努 力す る時， これを思 い起 こす必要があ る。

私 たちは この特別 な時 に生を受 けるとい う特権に浴

しているためい信仰 のきび しいチ ャレンジ に 直 面 す

る。 おそ ら く，今 日は過去を しの ぐ誘惑があ り， 父祖

の信 仰を棄 てさせ よ うとして いる。

使徒パ ウ ロは次 のよ うに宣べてい る。 「悪魔 の策略

に対抗 して立 ち うるた めに，神の武 具で身を固めな さ



い。わた したちの戦いは，血肉に対するものではな く

もろもろの支配 と，権威 と，やみの世の主権者，また

天上にいる悪の霊に対する戦いである。コ（エペソ６１

１１～１２）

使徒パウロは私たちの人生の最大の戦いは銃や爆撃

機などの人による敵ではな く，人を暗やみに陥しいれ

人間の感覚では，わからないような，敵 との戦いを指

差 している。

さらに使徒パ ウロは人の体の ４つの部分を守る基本

的なよろいで身を固めた軍入に私たちをた と え て い

る。 これはあきらかにサタンとその軍勢が最もつけ入

りやすいと考えた弱点であり， これ らを通 じて義の敵

は人をおそうのである。 「すなわち，立 って真理の帯

を腰にしめ，正義の胸当を胸につけ，平和の福音の備

えを足にはき，また，救のかぶとをかぶ りな さい。」

（エペソ ６：１４～１５，１７）

もしあなたの徳と大切な力を保護 しようと思 うなら

ば，真理を腰のまわ りに しめる帯 としなければならな

い。あなたがたは，神殿において今 も永世にも新 しく

かつ永遠の結婚の誓約を結ぶたあ，ふさわ しくなるよ

うに全力を尽さなければならない。

さて，あなたの心あるいは人生における行ないを守

る胸当とは何であろうか。それは義 と呼ばれるもので

作 られているであろう。 自分め間違 った行ないや怠惰

を毎 日悔い改める必要があることを知 っている義なる

人は自らの進歩を目指 して努力する。彼の肉体は気ま

ぐれな生活によりもた らされる重荷のために浪費する

ことがな く，若気の至 りで誤 った判断を下すことがな

い。彼ははっきりとした視野，鋭い知性，強健な体を

持つ。

人生の目標や目的を示すあなたの足には， 「平和の

福音の備え」をは くべきである。備えは勝利への道で

あ り， 「永遠の警備は安全の代価」であるか らで あ

る。演説であれ歌であれ，肉体的な戦いであれ道徳上

の戦いであれ，勝利は備えのある者の上に輝 く。

予言者であり教師である者のまとった最後の武具に

ついて述べよう。私たちは頭に 「救のかぶ と」をかぶ
ｉ」

る。私たちの頭脳あるいは知性は体を支配する器官で

ある。それは敵から完全に守 られなければならない。

なぜならば， 「人となりはその心に思 うそのままであ

るから」（欽定訳箴言 ２３：７）である。救いとは，死す

べ き世において良 き生活を送 った報いとしてもた らさ

れる，天父なる神 と御子のみ前に住む永遠の光を得る

ということである。究極的に達成すべきものとして心

の中に救いという目標を持ち続けるならば，私たちの

行ないを決める思いと判断は，栄光に満ちた将来の状

態の妨げとなるあらゆることに絶えず挑戦するであろ

う。

現代は若人にとってすば らしい時である。全き福音

、が地上にあり，代償を喜んで支払う者には主のすべて

の祝福がもた らされる。

暴力，不道徳，不貞，戦争，その他現代生活の悪の

渦巻 く中に，悲観的になる傾向があることを私は知っ

ている。若い兄弟姉妹に申しあげたい。決 してあきら

めてはならない。 イエス ・キ リス トの福音はこれ らあ

らゆる問題の答えを握 っている。そしてあなたには堅

く立つ責任 と義務がある。若さを享受 しなさい。同時

に 「完全な神の武具で身を固め」，あなたの証と地上

における大いなる業を達成する機会を失わせるよ うな

この世につけるものに対 して立ち上 りなさい。願わ く

は，主があなたを守 り，祝福 し，力を与えたもうて，あな

たがたが誘惑に立 ち向い，最良の人生を送 る決意を し，

か くして永遠にわたって祝福を刈 り取 ることができる

ように，イエス ・キ リス トのみ名によりて祈 り奉 る。

アーメン

Ｎ ・エ ル 「ドン ・タ ナ ー 副 管 長

あ なたがた少年少女の皆さんは，すばらしい時代
に成長 しつつある。数年前までは，人間が月に

着陸 し，さまざまな出来事を全世界の家庭でカラーテ

レビ放送を通 じて見，ボタンをひねるだけで熱や光や

冷気がたちまち得 られるとは考え られなか った。この

日，この時代に生きているあなたがたは何と祝福され
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．て いることで あろ うか。

またあなたがたは 自分がだれであ って，なぜ ここに

い るかを知 ってい るか ら，祝福 されて いる。今 日の ほ

とんどの少年少女，大人で さえ も， 自分がだれで あっ

て，なぜ ζこにい るか とい う大切 な ことを知 らないの

で ある。彼 らは 自分た ちが天父の子供であ って，天父

が この美 しい世界 を計画 され，そ して我 々が地 上に誕

生 し，成長 し，天父 と御子 イエス ・キ リス トのよ うに

な ることを可能に された ことを知 らないでい る。だが

あなたがたは これを知 ってい る。

彼 らは イエス ・キ リス トが今 日，教会 の頭で あるこ

とを知 らないが，・私た ちは知 ってい る。私た ちは この

こ とやキ リス トにつ いて その他 に多 くのこ とを知 っ．て

いるか ら，他 の少年少女や大人 よ りもキ リス トを よ く

知 って お り，彼 ら以上 にキ リス トを愛 して いるの は当

然 のことで ある。

イエス ・キ リス トが地上に お られた時の最 も大切な

教 えは，私た ちが互いに愛 し合わな ければな らない と

い うことで ある。主は， 「愛は，神 か ら出た ものであ

る」 と言われ 「互いに愛 し合え」 と戒 めて お られ る。

（１ヨハ ネ ４：７）

予言者 モルモ ンはこ う述べて いる。 「すべての幼児

は私 の目に等 しく見 える。私 は完全 な愛で幼児を愛す

る。」 （モ ロナイ ８：１７）すべて の愛で最 も完全な愛は

もちろん天父 とイエスが私た ちすべて に持 って お られ

る愛で ある。私 たちが理解 し始 めるこ ともで きな いよ

うな大 いなる愛で ある。

御二方 の愛 に最 も近 い愛 は・ おそ ら くあなたの両親

が あなたに対 して抱 いている大 いな る愛で あろ う。両

親 はあなたが生 れ る以前 か らあなたを愛 していた。 あ

なたが天父の家庭 か ら両親 の もとに来た時 ，あなたは

両 親に とって大 いな る喜 び とな った。 あなた もいつの

日か父親 ，母親 とな る時に同 じ喜 びを感 じ る で あ ろ

う。両親 の愛は あなたの成長 とともに増 し，決 してや

む ことがない。

時には あなたが同意 して もらいた くとも，不賛 成の

答 えを両 親は出すで あろう。 あなたを愛 すれば こそ，

８８

そ う言 うのであ って，あなたが求 めることが正 しくな

い ことを知 った上で言 うのであ る。 あなたの したい こ

とは，家族の他の人に とって不公平 な こともあるで あ

ろ う。また天父の律 法に反 している こともあるで あろ

う。天父の律 法は私た ちを導 き，守 り， 強め，人生に

喜び と意味を もた らすために与え られた。

あなたが本 当に愛 す るな らば，愛 を受 け る で あ ろ

う。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの時 代に他 の多 くの教会

の指導者 た ちは，ジ ョセ ブ ・ス ミスがなぜ 多 くの人 々

の心を引 きつけ，彼 らは苦難・を受 け るに もかかわ らず

喜 んで従 うのか尋ねた。 ジ ョセブ ・ス ミスは こう答 え

た。 「なぜ な らば，私 には愛 の原則が ある。私 は世 の

人 々に，良 き心 と良 き行 ないを示 す ことがで きるか ら

で ある。」 （予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え Ｐ．３１３，デ

ゼ レ ト出版社１９６８年）

あなたは どの ように した ら，互 いに愛 し合 い， 両

親，兄弟姉妹 ，友達 を愛す るとい う戒 めを守 る ことが

で きるで あろうか。話 は話 す ことによ って，勉 強は勉

強す ることに よ って，走 るのは走 ることに よ っ て 学

ぶ。 これ と同 じように愛は愛す ることによ って学ぶ と

言 った人が いる。私た ちは周囲の人 々に愛 してい るこ

とを言葉通 りの意味で毎 日言い， 自分たちの気 持 ちを

示す必要が ある。また，言 葉のみで， 「あなたを愛 し

て います」 と言 うよ りも，それを人 々に示す ことの方

が大切な場合が ある。

愛を述べ，親切，思いや り，礼儀を示す ことに よっ

て愛を表わすな らば，私た ちの家庭は小 さな天国にな

る ことがで きるので ある。

現代 は生活す る上で本 当にす ば らしい時代で ある。

しか し，今 日の世界 は成長す る少年少女 に とって 問題

も多い。 あなたがだれで あ って， なぜ ここにいるかを

忘 れ させ よ うと誘惑す る人 々や物 は多い。 しか し，愛

す る皆 さん， あなたを一番愛 して いる両親 教師，天

父， イエスの教 えに従 って生 活す るな らば，すべてが

あなたに とって うま くゆ くことを忘 れてはな らない。

これ らを イエス ・キ リス トのみ名によ って祈 り奉 る。

アーメ ン
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ジ ョ セ フ ・ス
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Ｂ ・Ｈ ・ロ バ ー ツ （１８８８＿１９３３）

七十 人最 高評議員会会 員

「 ぜ な ら
， す で に す え られ て い

な
る土 台 以外 の もの を す え る こ

と は， だれ に もで き な い。 そ して， こ

の土 台 は イ エ ス ・キ リス トで あ る。 こ

の土 台 の上 に， だれ か が金 ， 銀 ， 宝 石

木 ， 草 ， ま た は， わ らを用 い て建 て る

な らば， それ ぞれ の仕 事 は， は っ き り

と わか って くる。 す なわ ち， か の 日 は

火 の中 に現 われ て ， それ を明 らか に し

ま た そ の火 は， それ ぞれ の仕 事 が どん

な も の で あ るか を， た めす で あ ろ う。」

（１コ リン ト３ ：１１～ １３）

ジ ョセ フ ・ス ミスが ま さ し く， イエ

ス ・キ リス トが お か れ た 土 台 を お こ う

と努 め たの はす ば ら しい こ とで あ る。

も し， ジ ョセ ブ ・ス ミス が そ う し なか

った と した ら，彼 の 業 は 始 め よ り非 難

を あび て い た で あ ろ う。 だ が ， ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 宣言 した 新 しい 神 権 時 代

に は ，キ リス トが 神 た る こ と，キ リス ト

の教 義 と栄 光 が 含 ま れ て い た 。 い か な

る人 も これ 以 外 の土 台 を置 くこ とは で

きな い 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は そ の 計画

に お い て キ リス トを 最 も高 き方 と した

の で あ る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は キ リス

トとキ リス トの忠 節 ，真 理 に よ って，

神 の権 威 ， 権 能 を宣 言 した た め， そ の

業 は永 らえ た。 そ の 中 に は， 木 ， 草 ，

わ らな どは な く， 最 も価 値 あ る金 ，銀

宝 石 が あ った の で あ る。

キ リス トの土 台 の上 に建 て る人 の業

は す べ て， 火 に よ って試 され る。 ま た

時 間 に よ っ て も試 され る。 ジ ョセ フ ・

ス ミス の業 は時 間 と火 の試 し に 耐 え

た。 新 しい福 音 の神 権 時 代 の胎 動 が始

ま った頃 ， 多 くの 「主 義 」 「信 仰 」 が

生 活 ， 宗 教 ， 哲 学 に ひ ろが っ た。 クエ

ー カ ー主 義 ， 観 念 論 ， オ ー エ ン 主 義

（ロバ ー ト ・オ ー エ ンが 提 唱 した キ リ

ス ト教 に代 わ る共 産 労 働 主 義 ），キ ャ ン

ベ リズ ム， キ リス トの 再 降 臨 の 定 め ら

れ た 日を 唱 え た ミラ ー説 が あ る。 だ が

これ らす べ て はい ず れ も消滅 す るか，

非 常 にせ ば め られ るか ， 宗教 ・哲 学 体

系 の 要 因 で しか な くな って しま った。

い わ ゆ る 「モル モ ンの教 え 」 だ け は

当初 の力 と 目的 を 持 ち つ つ永 らえ た。

これ は， モル モ ン教 が完 全 な 真理 を持

って い る とい う証拠 で あ る。 キ リス ト

が か つ て 自 らを 証 す るた め に言 わ れ た

言 葉 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に対 して 善 う

こ とが で きよ う。 も し彼 が 神 の 業 を し

て い な か った の な らば， 信 じるな。 だ

が た とえ彼 を信 じな くと もそ れ が 神 の

業 で あ るな らば ， 業 を信 ぜ よ。 そ うす

れ ば， 神 は ジ ョセ ブ と共 に居 りた も う

こ とを 知 り， 信 じ る こ とが で き るで あ

ろ う。 ジ ョセ ブ ・ス ミス が行 な った業

とそ の 業 が １００年 以 上 もの 間近 代 の調

査 ， 批 判， 嘲 笑 ， 迫 害 に耐 え た こと は
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それが真実であることの何よりの証拠

となり，神のもとにジョセブが世に与

えた福音と教会は彼を証するものとな

るからである。

新 しい神権時代の予言者，聖見者，

彼の性格，業に関して大別す ると３つ

の見方がある。

第一，ジ ョセフ・ス ミスを知ってお

り，彼の正真正銘の価値を認めた彼の

熱心な弟子たちの証。

第二，理解できないと告白し，彼を

なぞの人物だとする人たち。

第三，ジョセフ ・ス ミスに断固反対

した人々，敵が，彼を世から退けられ

るべき異端者，にせ予言者と考え，そ

の業は世の人々を滅ぼし，彼が地獄に

落ちるのを人々は喜んで見るだろうと

考えた こと。

率直に言えば，私 は第一の部類 に属

する。ジョセフ ・スミスを信 じ，彼を

他の人にはなかった霊感を受けて世に

神の真理を確立 した，至高者なる神の

予言者として受け入れ，無条件に彼を

信 じる者である。私にとって，ジョセ

フ ・スミスは力ある霊であり，このた

め彼は生来，神の 「偉大にして」 「高

貴な」 「良き」英知の一人となったの

である。神はこの偉大にして力あり強

大な霊に対 し，さらに敏速にして強い

理解を得るための権威と霊感を与え ら

れた。

９０

ジョセブ ・スミスに関 してはこのよ

うな情況のもとで，私は少年時代を過

した。私は書物を通 して見るはるか以

前に，彼について聞き及んでいた。人

々は私に，ジョセフ・ス ミスの英雄的

行為，恐れを知 らない勇気，友人に対

する限りない愛，神 と神聖な物に対す

る敬度，殉教に際しての高潔 さの物語

を読んで くれた。 このすべてのために

私は彼を愛していた。今 もなお愛 して

いる。

私は彼の主張の大胆さに影響を受け

た。非常な知識 に基づいていたため，

常人を超越していたのである。恐 らく

少年時代の私は，ジョセブが非常な支

配力を持ち，偉い人であり，教育を受

けていないにもかかわらず雄弁であっ

たため，彼を愛 していたのであろうと

思 う。いずれにしても私は本質におい

て彼と結びついており，いかなるもの

もこの結びつきをとくこと は で き な

い。今 こそソロモンの時代のように私

たちの愛の対象にはすこしの 「しみ」

も， 「不完全」な所もないと言えるの

である。少なくとも，私が知 り得た人

物で，ジョセブ ・ス ミスほどの人はい

なかった。

将来私がさらに大きな批判力を持ち

始め，知識が増 し，人一倍真理を尊重

し，愛するようになれば，新 しい神権

時代の予言者に限界を見，人の行ない

の はか な さ，欠 点 に気 づ く よ う に な

り， 自 ら述 べて い た よ うに予 言 者 も他

人 に感 情 と偏 見 を持 つ人 で あ る と い う

こと を知 るで あ ろ う。 予 言 者 が 自 ら限

界 を認 め て い た と い う こと は， 崇 拝 と

謙 遜 の 徳 を持 ち あ わ せ て い た と い うこ

とで あ り，私 は これ に よ り一 層 彼 を慕

い ，私 の 心 に お け る彼 の位 置 は な お も

変 らな い の で．あ る。 予言 者 は私 の心 の

中 で 宮 の よ う に立 って い る。 天 使 に対

して さえ もそ の 「愚 か さ」 の責 任 を 問

うと言 わ れ た 神 は ジ ョセ ブ ・ス ミス を ・

僕 と レて 裁 か れ るで あ ろ う。 私 に と っ

て ， 彼 は至 高 者 の 予 言 者 で あ る。 そ れ

ゆ え彼 を 永 遠 に固 守 しよ う で は な い

か。

ジ ョセ フ ・ス ミス に関 して そ の 他 の

二 つ の見 方 に関 して 述 べ れ ば ， 彼 を な

ぞ と称 え る人 や 敵 に は， 勝 手 に想 像 さ

せ ， わ け の わか らな い こ とを 言 わ せ て

お こ う。「い ず れ に して も，彼 は敵 の 力

を超 越 して い る 。」 ジ ョセ ブ ・ス ミス

の名 声 に汚 な い形 容 詞 を投 げつ けた と

して も， 神 の計 画 に お け る彼 の立 場 を

変 え る こ とは で き な い し， 他 の人 物 に

変 え る こ と もで き な い。 ジ ョセ ブ ・ス

ミ．ス は今 も昔 も変 わ らぬ人 で あ り， 彼

の家 庭 は神 々 と共 に あ り， 彼 の業 は地

に残 る。



教 会 が 組 織 さ れ た 日

ド イ ル ・Ｌ ・ グ リ ー ン

時 ：主 の１８３０年 ４月 ６日

場所 ：ニ ュー ヨー ク州セネ カ郡 フ

ェイヤ ッ トの ピー ター ・ホイ ッ ト

マー所有の小 さな農家。

出来事 ：この神権ｉ時代に おけるイ

エス ・キ リス トの教会 の組織 。

過去一 世紀半 にわた り，ア メ リ

カ合衆国 内に数 多 くの教会 が現 わ

れたが，いずれ も教会 の組織 とい

う点では，大 した出来事で はなか

った。 しか し， 神の真 の教会 が地

上 に再 び確立 され，正式 に組織 さ

れ た とい うことは，今 日この時代

に住む あ らゆる人 々の注意を 引 く

非常 に大切で しか も重大な意味の

ある出来事で ある。

だれで もその意向が あれば，教

会 を紅織す ることはで きる。 そ し

て条件を満たせば法的 に認め られ

た教会を組織で きる。だが，国の

法律 に認 め られた教会 を組織 す る

ことと，神 に認め られた教会 を組

織 す ることを同一視 す ることはで

きない。 神の承認 と認 可を受 け る

とすれば，それは神の指示 の もと

に組織 された神 の教会で なければ

な らない。

古代 の予言者 アモスは こう述べ

てい る。 「まことに主 なる神 はそ

の しもべで ある預言者 にその隠れ

た ことを示 さな いで は，何事を も

な され ない。」曳アモス ３：７） ま

た使徒パ ウロはヘ ブル人に宛てた

書簡の中で こう宣言 してい る。

「だれ もこの栄誉 あ る務 を 自分 で

得 るのではな く， アロンの場合 の

よ うに，神の召 しによ って受 け る

のであ る。」 （ヘブル ５：４）

主 は一人 の若 き予言者 にみ ここ

ろをあ らわ され， ア ロンや世 の歴

史 に残 る他 の予言者 たちの場合 と

同 じよ うに彼 を召 され た。 この若

き予言者が主 の指示 のもとに１８３０

年 ４月 のあの 日の 出来事を管理 し

指揮 したので あ った。彼は名を ジ

ョセブ ・ス ミス（二代 目）といい，

わずか２４才で あ った。 これ よ り１０

年前，主は ジ ョセ ブが今や成就 し

てい る役割のため，備えを させ ら

れた。

１４才の少年だ った ジ ョセ ブはい

ずれの教会 に加わ るべ きか迷い，

熱心 に導 きを祈 り求 めた。す ると

天父 な る神 ，御子 イエス ・キ リス

トが示現で彼 に現 われた まい， い

ずれ の教会 に も加 わ るな と言 われ

た。 「彼 らことご と く誤 れるを以

て な り。彼 らの信条 は ことご とく

わが 目よ り見て悪むべ き も の な

り。 また彼 らは唇 もてわれに近 づ

けど， その心はわれに 遠 ざ か れ

り。彼 らは人の誠 命を教 え と して

教え，神を敬 う様 をす れ ども神 の

力を否む」 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ２

：１９）

ニ ュー ヨー ク州西部 の人 々は主

がユ４才 の少年 に語 られ た言葉 を非

常 な驚 きを もって受 けたが，認 め

よ うとは しなか った。不思議 に思

う人 もいなか った。 そのよ うな こ

とは先例が なか った。神 は何世代

何世紀 もの間世 に御 自身 を現わ さ

れ なか った。一般 に人 々は天 は閉

じられた と信 じて いた。

だが， この少年 をよ く知 って い

る人 々は心 を動 かされ た。 ジ ョセ

ブは正直で真面 目で誠実で知的 な

少年で あ り，神 の真 の教会を熱心

に求 めて いた。 いわゆ るキ リス ト

教 の宗派が非常 に多 く存在 し，彼

らの教義は極端 に分かれていて，

宗教界は混乱 していた。真理 は ど

こにあ るのか。 神権時 代を通 じて

子 らを導 きた もうた愛深 き御父が

再 び人 に話 しかけ られ ると考 える

のは不合理 だろ うか。

４年後，若 きジ ョセ ブは 自らを

モ ロナイ と名 のるも う一人の天の

’使 いの訪 れ を受 けた
。そ して，神は

大切 な仕事を ジ ョセブに果 させた

も うと語 った。近 くの丘に完全 な

不滅の福音 が記 されてい る金版が

埋 め られてお り， ジ ョセ フは金版

の文字 を翻訳 し，神 のみ手 にあ っ

て器 とな り福音 を回復 し，真の教

会 を再 び組織す る とい うすば らし

い特権 にあず かるはずであ った。

モロナイの指示 に従 って近 くの

丘へ行 くと，丸い石 のふたがかぶ
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せて あ り，何世紀 もの間 自然 の力

か ら守 られていた石の箱 に金版が

あるのを見つ けた。

それを とろ うとす ると，金版を

手 にす る時 はまだ きて お らず， ４

年 の間指示 を受 けるた めに １年 に

一度 そ こへ来 るよ うにジ ョセブは

言 われた。 そ して， 「神 の王国が

どうして， また どんな風 に この末

の世 において これ か ら指導 されて

行 くべ きか」 を教 え られ た。 （ジ

ョセ ブ ・ス ミス ２：５３～５４）

１８２９年 ４，月 ７日，ジ ョセ ブはつ

いに金版 を受 け，若 き教師 オ リバ

「 ・カウ ドリ．が筆記者 とな って，

金版 の文章 を翻訳 す る業 が始 め ら

れた。その後， ３か，月足 らず で，

記念すべ き翻訳の業が完成 した。

そ して１８３０年 の初春，．モルモ ン経

として初版が 出版 された。

翻訳 に携わ る間二人の若者は疑

問が起 こると主 に尋ね， この よう

に して多 くの導 きと知識 を得た。

た とえば多 くの個所でバ プテスマ

は救 いに欠 くことがで きない と述

べ られている。二人 は この ことに

関 して聖書 か ら知 っていたが，二

人 ともバプテスマを受 けていなか

った。二人 が主 に尋 ね ると， 自ら

ヨハネ，バ プテスマの ヨハネ と名

の る天の使 いが二人 の頭 に手 を按

き，ア ロン神権を授 け，互 いにバ

プテスマを授 け るよ うに命 じた。

９２
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げ

そ の 日 の重 要 な 出来 事 が 始 まる 前 ， ジ ョセ ブ ・

ス ミス と オ リバ ー ・カ ウ ド 山一はぜ 一 タ ー ・ホ

イ ッ トマ ー 家 の二 階 の一 室 に集 ま った 。 そ こは

モ ルモ ン経 が 翻訳 さ れ た と こ ろで あ った ・

さらにメル ケゼデ ク神権 を含む

教え と権能 が業 の進展 の必要 に応

じて与 え られた。

１８３０年 ４月の初 め，若 き予言者

は，教 義 と聖 約 と呼ばれ る書物 の

第２０章 にな った啓示 を受 けた。 こ

れ は しば しば， 「教会 の組織 管理

に関す る啓示」 と呼ばれてい る。

予言者 ジ ョセブはこれ について記

して いる。 「予言 と啓示の 『みた

ま』 によ りて， イエス ・キ リス ト

よ り次 の啓示を受 く。す なわ ちわ

れ らは ｒみた ま』 によ りて多 くの

知 らせ を受 け しのみな らず， また

主 の御 旨 と誠命 とに従 い， この世

に今一度 キ リス トの教会 を組織す

るに取 りかか るべ きくわ しき 日取

を指示 せ られた り。」 （第 ２０章 の

序）

啓示 の第一 節には こう記 されて

い る。 「この末の世 に於 けるキ リ

ス トの教会の起 りは これな り。而

して時はわれ らの主，われ らの救

い主 なるイエス ・キ リス トが，肉

身 を以て この世 に来 りた まいてよ

り千八百三十年 に して第四の月す

なわ ち四月 の六 日，神意 と神命 に

よ りて， わが国 の国法 に従い正式

に組織創立せ られた り。」

この啓示を調べ る者 な らば，人

の救 い と地上 における神 の王国を

再 び確立す るとい う重要 な事柄 に

関 し，僕 に与 え られた天 の主 の知

識 と理解 に大 いな る感動 をおぼえ

るに違 いない。 少 くとも部分 的に

は，主が以前若 きジ ョセ ブに与 え

られた知識 と導 きの再 確認 ，強調

で あ った よ うに思われ る。

この啓示 の中で特 に重要な真理

と教 えは以下 の通 りで ある。．

１．父 な る神 と御子 イエス ・キ リ

ス トは生 きて在 します。神 は限 り

な くかつ永遠 に して， と こしえよ

りとこしえに至 り変 ることな く，

天 と地 とその中にあ るすべて の も

のを仕組 まれた。

２．人を神の姿 にかた どり， 神の

かた ちさなが らに造 られた。

３．生 きる真の神のみを人は礼拝

す べ きで ある。

４．聖霊は御父 と御子 とを証 す る

５．人 は神 の律法を破 って肉欲 と

悪魔 につ いた。

６．神 は真 に子 らを愛 して お られ

る。

７．神は 「信 じて彼 の聖 き名に よ

りてバ プテスマを受 け，信仰を以

て終 りまで 忍ぶ者 は何人 もみな救

われんため」，その生 みたまえるた

だ一 人の御子 を与 え られ た。 （教

義 と聖約２０：２５）

８．神は子 らのために罪 の許 しの

ための悔 い改めの原則を定 めた も

うた。

９．すべての人 々は真に悔 い改 め

た後，バプ テスマを受 けな くては





な らない。 （バ プテスマで 用いる

祈 りが与え られてい る）

１０．子女は 「神の前 に 自己の責任

を知 る年令に達 し」，バプテ ス マ

を受 ける前 に悔い改めなければな

らない。

１１．バ プテスマを受 けた者は，権

威 ある者 によ り按手 によ って教会

員た る ことを確認 され，聖霊の賜

を受 けなけれ ばな らない。

１２．教会 の儀式を執 り行 な うには

正 し く召 され，権能 あ る者 の手 に

よ り聖任 され なけれ ばな らない。

１３．神は真に予言者 と交 わ られ，

彼 らを司 るために使者 を送 られ る

１４．モルモ ン経は神の力によ って

現 わ され，翻訳 された。

１５．モルモ ン経 には イエス ・キ リ

ス トの全 き福音が記録 されてい る

１６．モルモ ン経 の出現 は次 のこと

を世 に証 して いる。「聖典 の 真 実

な ることと，神 は人々に真 に霊感

を与 えて古 えの代 と同 じくまた今

の代 に も神の聖 き業 に人 々を召す

こと， これを以て， また神は昨 円

も今 日も世 々限 りな く同 じ神にて

あ ることを示すな り。」（教義 と聖

約２０：１１～１２）

１７．信 じて信仰を持 ち義にかな っ

て働 く者 はすべて永遠 の生命を受

け る。

９１

籍
１８．教会 は全体一致の慣例に従 う

１９．長老，祭司，教師，執事，教

会 員の義務が概説 されて いる。

２０．主 イエスをおぼえ る聖餐式 の

重要性 が強調 されて い る。

２１．聖餐 式を執行すべ き方法 と用

うべ き祈 りが与 え られてい る。

約 １年前，１８２９年 ６月に主 はジ

ョセブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ

ドリに教会を組織す るにあた って

従 うべ き手続 きを示 されたが，適

当な時 まで待つ よ うに 指 示 さ れ

た。 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 「教会歴

史」 には次 のよ うに記 さ れ て い

る。 「私 たちが厳粛 に して，熱烈

な祈 りを捧 けて い ると， 部屋 にお

いて主 のみ言葉 があ り，私が オ リ

バ ー ・カウ ドリを イエス ・キ リス

トの教会の長老に聖任 し，彼 が私

を同 じ職に聖任 し，時 々知 らされ

ていた よ うに互 に聖任 す るよう命

じられた 。しか しなが ら，バプテス

マを受 け，共 に集 まる兄弟た ちを

持 ち，彼 らの承認 によ って互い に

聖任 し，私 たちを霊 の教師 として

喜 んで受 け入れ るか どうかを支持

の挙 手によ って決 め させ ることが

で きるよ うにな るまて聖任 を延 ば

すよ う命じられた。 また この時，

パ ンを祝 し，それを彼 らと共 に裂

き，ふ ど う液を と り，それを祝 し

ジ ョセ ブ ・スミス （初代）はその Ｅｌの出来

事に加わるためにホ イ ソトマー家に到来 し

た。 この予言者の父親は，聖なる森て天父

と御子か現われた物語を最初に耳に し，信

じた 人で あ った

繕











２４歳の ジ ョセ ブ ・ス ミスはこの教会設 立の

会を管理 した。かれの片側 にいるのは，金版

が翻訳される問ジ ョセ フの書記 を務めた オ リ

バー ・カ ウ ドリで ある，

この神聖な る会は厳 粛な祈 りによ り開会 され

た。 出席 したのは，教会 を正式 に組織す るた

めの ６人の人と，特別 に招かれた数人の客と

全部で おそら く３０人にも満 たな い人々であ っ

た。 ξ ∫

たない人 々が出席 した。 その中に

は予言者 の父 ジ ョセ ブ ・ス ミス，

Ｓｒ，愛す る母ル ーシー ・マ ック ・

ス ミスが いた。二人 とも息子の話

を信 じ，業 の初 めか ら息子 を励 ま

して いた。

その 日の手続 きに関す る記録は

残 って いな い。 おそ らくい くつか

の出来事の は っき りと した順序 に

つ いては疑 問が あるであ ろうが，

そ こで行なわれた ことに関 して同

意が あ った こ芝は確かであ る。

若 き予言者 が開会 を宣 し， その

目的 を述べ，集 ま った者 に天父へ

の厳粛な祈 りに加わ るよう求 め，

天父が地上に天父の教会 を再 び組

織す るのを良 しとされた ことに感

謝を捧 げ，集 ま った者 たち とその

日の 出来事 に祝福 を求 めたであろ

うとは想像 で きる。全体一致 の原

則を運 用す る第一 の ビジネスの一

つは参 加者 に教会 を組織 したい と

願 ってい るか どうかを尋 ねるもの

であ った。 この件 に対 して彼 らは

全 員一致で賛成 した。彼 らは， ジ

ョセ ブ ・ス ミス，Ｊｒ．とオ リバ ー 。

カウ ドリを教会 の管理役 員 として

支持 で きるか どうかを 尋 ね られ

た。 この件 について も全 員一致で

応 えた。次 にジ ョセ ブはオ リバ ー

を教会 の長老 に聖任 し，代わ って

オ リバ ーが ジ ョセ ブをその職 に聖

任 した。主 の晩餐 の聖餐式がすで

にバ プテスマを受 けていた者 に執

り行 なわれた。 この聖 なる儀式が

この神権時 代において主 の選ばれ

た僕 によ って行 なわれたのは明確

にされてい る限 りにおいて， これ

が最初で ある。

９９





















あ る晩 の こ ε，
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マ ー ガ リ ィ ・ キ ャ ノ ン

でに日が暮れたにもか か わ ら
す

ず ， ノ ー ブ ーの町 に は不 穏 な空
う炉 ㌣㌧

気 が 漂 って いま し＃６ あち ら こち らの

窓 に は， ラ ン プの あ か りが と も って い

ま した。 にわ と りが 羽 を バ タバ タい わ

せ ， ど こか らか 犬 の 遠 ぼ え が 聞 こえ て

来 ま した。 、ぜ
ゴ 　コ

１１歳 に な る マ リー ・ア ンは 表 の ドア

に 向か って 走 って くる馬 の ひづ め の音 、

を 聞 い て ベ ッ ドの上 に起 き上 が りま し

た。

「プ ラ ッ ト姉 妹 」 と呼 ぶ声 炉 しま し

た。 「ジ ョセ ブ と ハ イ ラム は死 に ま し

た ．／カー セ ー ジ の牢 獄 で暴 徒 に殺 され ・

た ん で す 。」

マ リー ・ア ンは， ハ ッと息 を の み ま

した。 や っと ¢繕 ・もい で息 を つ くと，

お か あ さん が ドアの と ころ で， 低 い，

心 配 そ うな 声 で 使 い の人 と話 して い る

の を 聞 こ う と耳 を そ ば だ て ま した。 す

る と急 に ひ と りぼ っち で あ る こ とに気

が つ きお そ ろ し くな りま した 。

床 に足 を お ろ した 時 ， ドアが 締 ま り

使 い の 人 が 出 て 行 った 後 で ， 錠 が お ろ

され る音 が き こえ ま した 。 マ リー ・ア

ンは い ち も くさん にお か あ さん の 腕 に

飛 び 込 み ま した 。 そ して 二人 は泣 きだ

しま した 。

マ リー ・ア ンは， お 父 さん が い て下

さ って ，何 も心 配 は な い と 自分 達 に言

って ほ しい と思 い ま した。 彼 女 の ほ ん

と う のお 父 さん は，マ リー ・ア ンが ま だ

赤 ん 坊 だ った 頃 ， 急 に 亡 くな った の で

した 。 で も， お母 さん が パ ー レ ー・Ｐ ・

プ ラ ッ ト１と結 婚 した 時 ， マ リー ・ア

ン は， 彼 を 愛 す る こ とを 学 び ， 「お 父

様 」 と よ び ま した 。 今 ， お 父 さん は ，

伝 道 に 出 て い て家 に い ませ ん で した 。

ナ イ トガ ウ ンが 涙 で ぬれ た時 ， マ リ

ー は以 前 ， 予 言 者 が泣 いて い る のを 見

た の を思 い 出 しま した。 それ は一 年 前

マ リー ・ア ンの家 族 が イ ギ リス か ら再

び も ど って き た時 の こ とで した。 多 く

の改 宗者 た ち が マ リー の家 族 と 同 じ船

に乗 り， ジ ョセ ブ ・ス ミス に会 え るの

を 楽 しみ に して い ま。し、た。

「私 は
， 彼 と親 しい 間柄 に な れ るだ ろ

う よ 。」 とあ る人 が い い ま した。 す る

と他 の人 々 も くち ぐち に， どん な に大

勢 人 が いて も， 予 言 者 を み つ け る こ と

が で き る と葺 い ま した。

マ リー ・ア ン は ジ ョセ ブ ・ス ミス が

ノー ブ ー軍 団 ２で の指 導 者 と して ，馬 に

ま たが り， まわ りを 見 わ た して いた 時

の予 言 者 が ど ん な に威 厳 に満 ち あふ れ

偉 大 で あ った か を 改 宗 者 た ち に話 して

あ げ ま した。 彼 女 は， 予 言 者 が カ ー ト

ラン ド神 殿 で 人 々 に福 音 を 述 べ た り，

ま た ノー プ ー の小 さ な森 で ’イン デ ィア

ンた ち に福 音 に つ い て語 って い る のを

み た 時 の こと を そ こに い る多 くの人 た

ちに話 しま した 。

マ リー ・ア ンは 蒸気 船 が ミシ シ ッ ピ

ー川 の 大 きな浮 氷 を 押 し切 って進 ん で

行 き， ノ ー ブ ーの 町 に近 づ い た 時 の こ

とを よ く覚 え て い ま した 。 岸 に は た く

さん の人 々が集 ま って ， 旅行 者 の 一行

を 歓 迎 す るた め に ま ち うけ て い ま し

た。 す る とす ぐに マ リー ・ア ン は予言

者 に気 が つ き ま した。 予 言 者 は 船 に近

づ い て， 船 室 に入 り， パ ー レー ・Ｐ ・

プ ラ ッ トを抱 き しめ， それ か らそれ ぞ

れ の 家族 の ひ と りひ と りを歓 迎 しま し

た。

予 言 者 はお 父 さん が話 して い た よ う

に ６フ ィー トもあ る とて も大 柄 な人 で

マ リー ・ア ンの頭 が 彼 の ズ ボ ンの締 金

の上 に や っ と と ど く く らい で した。 彼

は体 をか が め て マ リー ・ア ンの 瞳 を み

つ め彼 女 と握 手 した後 ，腰 を お ろ し，

マ リー の弟 を ひ ざ にだ き上 げま した 。

「ほ ん と うに パ ー レー兄 弟 ， あな た

は実 に た くさ ん の麦 東 を持 って 帰 られ

ま した ね 。」

彼 は パ ー レー と ナ サ ンを 抱 き しめ ま

した。 す ると予 言 者 の青 く， 潔 く澄 ん

だ 目に涙 が あ ふ れ，頬 を つ た っ て と め

どな く流 れ ま した。

マ リー ・ア ンは， お とな の人 が喜 び

に満 ち あふ れ た 時， 時 と して泣 く こと

を 知 って い ま した の で ，予 言 者 が うれ

し さ の あ ま り涙 を流 して い る こ とが わ

か りま した。

マ リー ・ア ンは ， 予 言 者 の涙 を み た

と き， お父 さん が 予 言 者 に冗 談 を言 っ

た こと を思 い 出 しま した。

「ス ミス兄 弟 ， 私 た ちが 安 息 の地 に

や って来 た こと に つ い て都 合 が 悪 い の

で した ら， 私 た ち は戻 らな けれ ば な り

ませ ん ね 。」

そ こで， み ん な が笑 い ま した 。 と り

わ け予 言 者 は よ く笑 い ま し た。 そ して

１０９
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こ う言 いま した。 「パ ー レー兄 弟 ， 皆

さん を 私 の家 に連 れ て きて 下 さい 。」

マ リー ・ア ンは丘 を登 って行 く時 ， 予

言 者 に お くれ ま い と して歩 調 を あ わせ

た 事 を思 い 出 しま した。

マ リー ・ア ンの思 い は， 妹 の ス ー ザ

ンが し くし く泣 き じ ゃ く り始 あ た ので

中 断 され て しま い ま した。 お母 さ ん は

ゆ りか ごか らス ー ザ ンを抱 き上 げ腕 に

だ い て 揺 り動 か して い ま した。 涙 を な

が して い て もお母 さん の声 は ま る で聖

歌 隊 とい っ し ょに歌 って い る 時 の よ う

に や さ し く， き れ い で した。

お母 さん が歌 って い るの を 聞 き な が

ち ， マ リー ・ア ンは 神殿 の そ ば に あ る

森 で 開 か れ た あ る集 会 の こと を思 い 出

しま した。 予言 者 は聖 歌 隊 の座 席 に だ

れ もい な い の に気 づ き， み ん な に讃 美

歌 集 を も って， 歌 え る人 は前 に 出 るよ

う に言 いま した 。 ま た マ リー ・ア ンに

向 か って ，前 の 方 に 出 て きて す わ るよ

う に と合 図 しま した 。「あ な た は歌 え ま

す ね 。」 と言 っ た時 の 彼 の 目 は 輝 い て

い ま した。

その こ とを 思 い出 す と， マ リーの 目

に は新 たな 涙 が 流 れ ま した。 ノ ー ブ ー

の子 供 た ち は予 言 者 が い な くな った こ

とを ほん と う に寂 し く思 うで し よ う。

「予 言 者 は この 事 が や って 来 るの を

知 って いた の か し ら。 お母 さん」

「み ん な彼 の 無 事 を 気 づ か って い た

の。 彼 の命 はい つ もお び や か され て い

た の よ 。」

「き っ と 知 って い た と思 うわ
。」 と

マ リー は き っぱ り言 いま した 。 「３週

間 前 に マル ホ ー ラ ン ド通 りの森 で ，予

言 者 が そ こ にい た子 供 た ちに 次 の 日曜

日， 日曜 学 校 で 会 お う と約束 され た の

を おぼ えて い るで し ょう。 そ の 時 こ う

言 った の よ。 「私 は こ こ に来 れ るか ど

うか わ か り ませ ん 。 も しで きれ ば こ こ

に来 ます 。で な け れ ば，ス テ ィ ー ヴ ン ・

ゴ ダ ー ド兄 弟 力勤 ・わ り に来 る で し よ

う 。』 っ て， 「お か あ さん ， 彼 は知 って

い た と思 わ な い ？」

お母 さん は マ リー を しっ か りと

抱 き しめ， 次 に 膝 の上 で眠 って い

る妹 の ス ーザ ンを抱 き し め ま し

た。 二 人 に と って， そ れ は答 え の

な い 質 問 の よ うな もの で した。 二

人 は空 が し らみ は じめ る の を一 緒

に み つ め て い ま した。 そ して早 朝

の や わ らか な風 が バ ラの香 りを運

び そ の 香 りが漂 って き ま した。

しば ら くして， お母 さ ん は

こ う言 い ま した。 「は っき り

わ か って い る事 が一 つ だ け あ る わ」 私

た ち は 偉大 で， り っぱ な人 を知 る と い

う祝 福 に あ ず か って い るわ。 彼 が初 め

て あ な た に握 手 して 下 さ った の は， ス

ーザ ン位 の 時 ね 。 そ して， 昔 船 に乗 っ

て ， ス ーザ ンが 今私 の腕 で 眠 って い る

よ う に あな た が お 父 さん の 腕 に だ か れ

て い た時 ， 予 言 者 は あな た を 膝 の上 に

の っ けて 下 さ った の よ。 そ して ， あ な

た は気 持 ち良 さそ うに眠 った こ とが あ

る の よ 。」

「私
， その こ と覚 え て い るわ 。 お か

あ さ ん」

「いつ か
， その こ とを ス ーザ ンに話

して あ げ られ るわ ね 」

「え え
， も ち ろん そ うす るわ 」

マ リー ・ア ンは床 を そ っ と歩 い て妹

の寝 顔 を のぞ き にお 母 さん の ひ ざの と

こ ろ に ひ ざ まず き ま した 。

「私 が み た 人
， ジ ョセ ブ ・ス ミス は

神 様 の最 初 の 予 言 者 で あ り， 私 は 今 も

な お それ を 知 って い る と ス ーザ ンに話

す わ 。 そ して いつ か 天 で ， ス ーザ ン と

私 は予 言 者 に会 うこ とが で き るの ね 」

注 ユ．パ ー レー Ｐ ・プ ラ ッ ト（１８０７～ １８５７）

十 二 使 徒 評 議 員

２．ノー ブー 軍 団 … ジ ョセ ブ ・ス ミスを

陸 軍 中 将 ， 軍 司 令 官 と して ， イ リノ

イ州 に おい て １８４０年 １２月 に 結 成 され

た独 立 軍

神 に忠実 で

あ りな さい

ル シー ル ・Ｃ ・ リー

デ ィ ン グ に よ る実 話

外獣 獅 鋸 雰濃 ξ
やった訳を静かに話 して聞かせている

父親の声だけが小屋の中に 響 い て い

た。 この小さな村に病気がまんえんし

ており，この病気には小麦粉が特効薬

のようだった。

父親は辛抱強 く子供達に，この奇妙

な 「冬の病」に子供達のうちだれひと

りとしてかかっていないという特別な

祝福を受けていることを話 していた。

この秋，収穫に失敗 したにもかかわら

ず，村の人やフィルモアを通って西海

岸へ行 く開拓者のために荷馬車を造っ

て商売をし，そのお金でどうや ら小麦

粉を手に入れることができていた。

今朝早 く，母親はこう言った。 「お

ねがいですか ら， もうこれ以上小麦粉

をあげないで下さい。私たちはあと二

三回しかパンを焼けません。もしあな

たが小麦粉をあげたら，自分の子供た

１１１



ちの口からパンを取 り上げることにな

るわ。」 二人は これからどうなること

かと心配 した。 しかし，口を開 く前に

ドアをノックする音がした。すると病

気になっている妻のためにカップー杯

の小麦粉を乞いに来た村の人が立 って

いた。父親が彼に小麦粉を与えた時，

その人の顔 に感謝の念があふれている

のを一番小さな子供でも気がついた。

そ して父親はこう言 った。 「神に忠実

でありなさい。そうすれば神様は与え

て下さいます。」

しか し，二，三分もしない うちに別

の人が ドアを ノックする音が聞えた。

父親が ドアを開けると若い男の人が立

っていて，急いで中に入った。若 い男

が 「カーリング兄弟，私の赤ん坊が死

にかかっています。小麦粉が必要なん

です。」 と言 った時， 家族は父親がい

やと言わないのを知っていた。

そのあと，母親はついに泣 き出 し

た。すると父親はやさしく彼女に手を

まわして，一緒にひざまずき，皆で祈

るように言 った。それか ら，父親がこ

んなに寒い十一月の日々に自分たちが

健康で無事でいることを感謝する意味

のことばを述べると， この小 さな小屋

に何かしら，特別なあたたかいものが

感 じられた。そして彼はまたどうにか

して自分たちと村の人たちが食料，と

くに小麦粉が得 られるよう に と祈 っ

た。

祈り終って立ち上がると，父親は母

親にさじを持ってきて，グレーピ＊を

作る箱か ら小麦粉をかき集めるように

言った。すると，た くさんの小麦粉が

あり，家族にはあまるほどの小麦粉を

見つけた時，母親はどんなにおどろい

たことか。

それか ら，間もなく，もっと幸福な

瞬間がやって’きた。家族が食事をして

いるとまた他の人が ドアを ノ ック し

た。外に立っていた男の人はこう言っ

た。 「あなたが荷馬車職人であること

を聞いてきました。あなたの手をわず

らわせたいんだが。」 そしてこう言 っ

た。「私はここに２０トンの小麦粉を持 っ

ています。それでこの小麦粉で荷馬車

の代金を払いたいのですが。」

＊ グレー ビ ：料 理す る際，肉か ら出る汁 に

小麦粉 を混ぜ て とろみをつ け

肉料理 の上 にかける ソース。

１１２

エ マ ・ レ イ ・ リ ッ グ ス ・ マ ッ ケ イ

ユ８７７～ １９７０

一、 ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管長 未 亡 人 で あ る エ マ ・レイ ・リ ッグ ス ・マ ッケ イ
ア 夫人

，９３才 は １９７０年 １１月 １４日， 土 曜 日に ソル トレー ク市 の ホ テ ル ユ タで 死

去 され た。 マ ッケ ィ大 管長 は二 人 の６９回 目の結 婚 記 念 日を祝 って， 間 もな い １月

１８日に 死去 され た 。

大 管長 が マ ッケ イ 姉 妹 の こ とを 「や さ しい妻 」 と呼 ん で い た よ うに， 彼 女 は や

さ しい 妻 と して ，大 管長 の そ ば で長 い 間 共 に生 涯 を 過 した す ば ら しい女 性 で あ っ

た こと につ いて 書 か れ た 出版 物 につ い て は あ ま り知 られ て い な い。 彼 女 は ０．Ｈ．

リ ッグ ス， エ マ ・ロ ビ ン ズ ・リ ッグス の 娘 と して １８７７年 ６月 ２３日， ソ ル トレー ク

市 で 生 まれ た。

彼 女 は， ユ タ大 学 に入 学 す るた め に ハ ン ツ ビル か ら ソル トレー ク市 にや って 来

て ， 大 学 の近 所 に あ った リ ッグ ス夫 妻 の家 に部 屋 を 借 り学 校 の教 師 にな ろ う と準

備 して い た青 年 ， デ ビ ド ・Ｏ ・マ ッケ イ に出 会 った 。

二 人 の交 際 は， デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イが 大学 に入 って か ら始 ま った。 しか し，

１８９７年 に デ ビ ドが卒 業 した 後 ， 結婚 は彼 が イ ギ リス へ宣 教 師 と して 召 され る こと

に な っ た た め延 期 され た の で あ る。 そ の 間 ， エ マ ・レイ は 大 学 に 通 い ， １８９８年 に

卒 業 した。 そ して二 人 は １９０１年 １月 ２ 日に結 婚 した。

エ マ ・レイ は オ グ デ ン市 ハ ン ツ ビル の近 くに あ る マ ッケ イ の農 場 で家 庭 を もち

オ グデ ンで教 会 の補 助 組 織 に あ っ て働 き， の ち に ソ ル トレー ク市 に移 っ た。

夫 が １９０６年 に 十二 使徒 評 議 員 会 会 員 に 召 され た後 ， マ ッケ イ姉 妹 は， 彼 が任 務

で 旅行 して い る間， ７人 の子 供 た ち （そ の うち 一人 は 幼 年 時 代 に 死亡 ） の 世話 を

す るた め に しば しば 家 に残 った。

マ ッケイ 大 管 長 は， か つ て 子 供 た ち に こ う語 った こ とが あ った 。 「長 い 間 ず っ

とお ま え た ちは り っぱ な母 親 を見 て き た。 私 は お ま え た ち と お母 さん に感 謝 した

い 。 と くにお母 さん の献 身 的 な 愛 と霊 感 と誠 実 な援 助 に よ って ，私 た ちは い つ も

成 功 を 得 て きた 。」

子 供 た ちが成 長 して い くに した が って， マ ッケ イ姉 妹 は次 第 に 夫 の そ ば に い る

こ とが 多 くな っ た。 彼 は １９３４年 １０月 の半 期 総 大 会 で 大 管 長 会 の第 二 副 管長 に召 さ

れ ， 次 いで １９５１年 ４月 ９日大 管 長 と な った 。 大 管 長 会 在 任 期 間 中 に二人 は 一緒 に

す べ て の大 陸 と海 の 島 々 を旅 行 した。

マ ッケ イ姉 妹 は， ソ ル トレー ク市 に住 む ４入 の息 子 ：デ ビ ド ・ロ ー レン ス， ル

ウエ リン ・．Ｒ， エ ドワ ー ド ・Ｒ， ア ル バ ー ト ・Ｒ， マ ッケ ・イと ２人 の娘 ：シ カ ゴ

に住 む ラ ッセ ル ・Ｈ （ロウ， ジ ー ン） ブ ラ ッ ド夫 人 ， ソル トレー ク市 に住 む コ ン

ウエ イ ・Ａ （エ マ ・レイ ）ア シ ュ トン夫 人 と２２人 の孫 ，２５人 の曾 孫 を残 して い る。

葬 儀 は， 大 管 長 会 の管 理 の も と に １１月 １８日， ア ッセ ン ブ リー ホ ール で挙 行 され

た 。



ソ ー プ ・Ｂ ・ア イ ザ ク ソ ン

１８９８～ １９７０

ｒ十二使徒評議員会補助

大 管 長 会 副 管 長

管理監督会第一副監督

ユ９６１～ １９６５， １９７０

１９６５～ １９７０

１９５２～ １９６１

一 プ ・Ｂ ・アイ ザ ク ソ ン長 老 は

ソ 息 子 た ち に こ う忠 告 した
。 「や

む を え ず や り残 す仕 事 が あ る と して も

そ れ は教 会 の 仕 事 で あ って は な ら な

い 。」 この言 葉 に ア イ ザ ク ソ ン長 老 が

教 会 に対 して， 霊 的 ， 肉体 的 に非 常 な

力 を尽 して い た こ とが うか が え る。 彼

は い ろ い ろ な分 野 ， す な わ ち， 運 動 競

技 ， 教 育 ， 事 業 ， 市 政 活 動 ， そ して生

涯 を通 じ最 も大 切 で あ っ た主 の業 の指

導 者 に あ って， 非 常 な心 血 を注 い だが

そ の源 とい え ば， それ は福 音 の原 則 で

あ った。

アイ ザ ク ソン長 老 は １８９８年 ９月 ６ 日

ユ タ州 中部 に あ る， エ フ ライ ム と い う

小 さな農 村 で生 まれ た。 祖 父 は ヨー ロ

ッパ で福 音 を受 け入 れ た。 それ で ， 彼

は 開拓 者 だ った両 親 マ ー テ ィン ・ア

イ ザ ク ソ ンと マ リー ・ベ ィル ・ア イ ザ ク

ソ ンか ら福 音 に つ い て教 え を受 け た。

青 年 時代 ， 彼 は運 動 選 手 と して ず ば

ぬ け て い た の で， エ フ ライ ム に あ るス

ノー ア カデ ミー （現 在 の ス ノー カ レ ッ

ジ） や ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 ， ユ タ農

業 大 学 （現 在 の 耳 タ州大 学 ）， バ ー ク

レイ に あ る カ リフ ォル ニ ア大 学 に通 っ

た。

ボ ッ クス， エ ル ダ ー郡 で教 鞭 を取 っ

て い た 頃 アイ ザ クソ ン長 老 は ロー ラ ・

モ ーガ ン ・ジ ョ ー ンズ に 出会 い，．二 人

は １９２０年 ６月 １６日ソ ル トレー ク神 殿 で

結 婚 した。 結 婚 して か ら も彼 は教 師 と

して， コ ーチ と して， 校 長 と して， ま

た ユ タ州 アイ ダ ホ州 の各 学 校 の教 師 と

して活 躍 した。 後 に彼 は生 命 保 険 会 社

の役 員 と して成 功 を修 め た。 あ る年 に

は， ア メ リカで最 も優 れ た生 命 保 険 マ

ンに選ばれたこともあった。

アイザクソン長老の市政や教会での

活動は非常に多彩であった。彼は，教

会の史跡委員会の議長， ブリガム ・ヤ

ング大学理事会の副理事長，ユタ州立

大学理事長，ユタ大学理事 を 歴 任 し

た。

政府関係では，合衆国教育委員会の

特別顧問，合衆国海外援助機関の顧問

また，ユタ ・リトル ・フーバー委員会

の委員として活躍 した。また１５年間も

の間，ユタ交響楽団の指揮 者 を つ と

め， ヒーバ」 ・Ｊ ・グラント会社の重

役，デゼレト出版会社の取締役会の副

議長，病院団体の役員をつとめた。

アイザクソン長老は１９４６年１２月１２日

に管理監督会第二副監督として支持さ

れ，ついで１９５２年 ４月 ６日に管理監督

会第一副監督 として支持 された。１９６１

年 ９月３０日に十二使徒評議員会補助に

支持され，１９６５年１０月２８日には，デピ

ド・０ ・マッケイ大管長 とす る大管長

会の副管長 として支持 された。 この職

は今年の １月，マッケ・ｆを大管長の死

去により解任 された。

マッケイ大管長は１９５５年スノー大学

の講堂で開かれた講演会 プログラムに

おいて，アィザクソン長老をす ぐれた

講演者の第一にあげた。

「私はなるほどと思いました。」 と

マッケイ大管長は語 った。 「種々の活

動分野 におけるア・ｆザクソン監督のす

ばらしい成功の秘密は主 として三つあ

ります。その一つは彼が祖先から受け

継いだ性格の強 さと誠実さです。第二

に彼が幼い頃ζの地方で過した環境で

あ り， 第 三 に， 現 在 の彼 を あ ら しめ た

勤 勉 と努力 で す 。」

教会幹部 とレて，アイザクソン長老

は各地方の教会を訪問した。行 く先々

で彼の親 しみ深い精神と熱心さは受け

入れられた。アイザクソン長老は特に

成人 アロン神権プログラムを重視 し，

このため，全教会でこのプログラムが

活発になった。

近年，病気が悪化 したために活発に

仕事を行なえなかった。アイザクソン

長老にとって死はこの状態から解放さ

れるという一つの祝福 と考えられる。

しかし，病床にあって教会の諸業務に

関しては鋭い関心を持ち続けていた。

アイザクソン長老は１９７０年１１月 ９日

に死去した。葬儀は大管長会のＮ ・エ

ル ドン ・タナー副管長の管理のもとに

テンプルスクエアーのアッセンブリー

ホールで二 日後挙行 された。

アィザクソン姉妹 と一人娘のロイヤ

ル （ジョイス） トリブ夫人 と一人息子

の リチャード・Ａ ・アイザクソンと９

人の孫及び彼の ４人の兄弟と１人の姉

妹がこの世に残 された。

’イエス ・キ リス トの福音に対するア

ィザクソン長老の偉大な熱意は現代の

教会業務において懐かしく思い起 こさ

れるであろう。
「やむをえずやり残す仕事があると

しても，それは教会の仕事であっては

ならない。」 という この言葉は，私た

ちすべてにとってりっぱな忠告 となる

であろう。

１１３












	表紙
	心の糧　ﾎﾞｲﾄﾞ・K・ﾊﾟｯｶｰ
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ
	ｼﾞｮｾﾌ･ｽﾐｽ
	教会が組織された日
	ある晩のこと
	神の忠実でありなさい
	ｿｰﾌﾟ・B・ｱｲｻﾞｸｿﾝ
	日本中央伝道部
	西部伝道部
	東京ステーキ部
	日本伝道部



